
（別添） 

（表１）独自調査などの中止により対象外となる内訳小分類と各々の取引額 

（現行＜1990年＞基準指数での比較） 

 

投入：２９（現行の内訳小分類数は、３５８） 

 

 

 

 



産出：２３（現行の内訳小分類数は、３３３） 

（表２）内訳分類数等の変化 




